
令和５年度 第３回 中瀬小学校運営協議会 会議録 (要点記録) 

 

１ 開催日 時  令和５年１２月１３日 (水) 午後１時３０分から２時３０分まで 

２ 開催場 所  中瀬小学校 会議室 

３ 出席委 員  山本 忠雄、村上 雅代、舟橋 弘子、鈴木 英之、田中 弥生、 

岩﨑 永二、河合 茂伸 

４ 欠席委 員  なし 

５ オブザーバー  細川 恭由（中瀬協働センター） 

６ 学 校  松本 昌之 (校長)、原 欣嗣 (教頭)、上野 仁悟 (ＣＳ担当教職員)、  

冨永 幸代 (ＣＳディレクター) 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 協議事 項  

(１) 議長の選出について 

(２) 運動会・学習発表会を受けて 

(３) ２学期の学校支援活動の振り返りと今後の支援の在り方について 

(４) ２学期学校評価について 

９ 会議録作成者 ＣＳディレクター 冨永 幸代 

10 会議記録 

   司会の上野(ＣＳ担当職員)から、委員７人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成

立している旨の報告があった。 

 

（１） 議長の選出について 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、山本委員を推挙する旨の発言が 

あり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２） 運動会・学習発表会を受けて 

   運動会・学習発表会について、議長より委員に感想を求めたところ、以下の発言があった。 

＜運動会について＞ 

・再々延期したので大変だったと思うが実施できてよかった。(岩﨑委員) 

・４年生は別日開催だったが、他の学年と同じように行われていたのでよかった。(河合委

員) 

・玉入れとダンスの組み合わせは工夫されていると思った。表現することは相手にどのよう

に伝えていくかが大切。(舟橋委員) 

＜学習発表会について＞ 

・子供たちは一生懸命取り組み、みんな生き生きとしていて成長の様子がうかがえた。友達

と一緒にできたという満足感や達成感があったと思う。(村上委員) 

・校内で学習したこと・校外で学習したことをしっかりと発表に繋げていると感じた。映像

を使った発表は、カーテンを閉めると見やすいのではないかと思った。(田中委員) 

・活動を通して自信を持つと、子供は変わっていくと感じた。(英之委員) 



・子供たちがはつらつとしていて、一人一人が学年全体の流れについて行こうと一生懸命だ

った。先生方の創意工夫が感じられた。運営は大変だと思うが、子供たちの教育の一環と

してなくてはならない発表会だと思う。(山本委員) 

 

（３） ２学期の学校支援活動の振り返りと今後の支援の在り方について 

議長の指示により、ＣＳ担当教職員の上野から２学期の学校支援活動について説明があった。 

 (上野主幹)→保護者を対象に「なかぜっ子応援団」としてボランティアを募集し、６年生の家

庭科トートバッグ作り(ミシン)の支援と、１・２年生の新体力テストの記録係の

補助として活動していただいた。 

 

委員へ意見を求めたところ、以下の発言があった。 

・さくら連絡網での募集は好評だった。PTA総会の場でも募集したいと思う。年間のボランテ

ィア活動の予定表があると、事前に予定を組みやすいと思う。来年度は先生方の意見をもっ

と聞いていきたい。(田中委員) 

・ボランティア参加者の日程表で人数把握ができたので、予定が立てやすかった。(村上委員) 

・ボランティア活動に参加することで子供の活動を側で見ることができ、先生方の大変さも

分かるので、このような機会は多い方がよいと思う。(河合委員) 

・今後は保護者だけでなく地域の方々の参加についても考えていきたい。(山本委員) 

・読み聞かせの活動は「なかぜっ子応援団」としての活動となるのか。(村上委員) 

・読み聞かせの活動については保護者以外の方も参加しているが、いずれは応援団に組み込

んでいきたいと思う。(田中委員) 

 

（４） ２学期学校評価について 

議長の指示により、ＣＳ担当教職員の上野から別紙資料に基づき、学校支援活動について説明

があり、委員から以下の発言があった。 

・進んで挨拶ができるかという問いに関しては、学年によってとらえ方が違うように思う。

(村上委員) 

・家庭での挨拶か、登校時の挨拶か、学校内での挨拶かで、子供たちの挨拶に対する評価が違

うのではないかと思う。(岩﨑委員) 

・集団登校のリーダーが元気よく挨拶すれば、他の児童も続いて挨拶している。(山本委員) 

・さくら連絡網での欠席連絡に対して学校側の受付済み連絡がなされないと、保護者は不安感

や不信感をもってしまうので、把握しておいてほしいと思う。（河合委員） 

・様々な評価を学校がどのように受け止め、教育活動の質の向上に結び付けるかが課題だと思

う。信頼関係を築くために生かしてほしい。(英之委員) 

 

☆その他の連絡事項☆ 

司会から、今後の会議は以下の日程で開催する旨の報告があった。 

・第４回：令和６年２月１６日(金)午後１時００分～午後３時００分(場所：会議室) 

 


